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「
野
木
第
二
中
学
校
」

　
　
　
　
会
長　
松ま

つ
本も
と　

彩い
ろ

葉は

　
野
木
二
中
は
生
徒
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
あ
る
「
自
ら
動
く
」
を

意
識
し
、
日
々
の
生
活
や
委
員

会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
野
木
二
中
の
三
十

周
年
を
迎
え
た
記
念
す
べ
き
年

で
も
あ
っ
た
た
め
、
三
大
行
事

で
あ
る
運
動
会
、
二
中
音
楽
会
、

輝
光
祭
は
生
徒
主
体
の
運
営
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
、
良

い
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
っ
た

り
、
行
事
を
盛
り
上
げ
て
い
っ

た
り
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
す
べ
て
か
け
が
え
の
な

い
青
春
の
思
い
出
と
な
り
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
」

　
　
副
会
長　
　
内う
ち
堀ぼ
り　

真ま

彩あ
や

　

野
木
二
中
で
力
を
入
れ
て

行
っ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
で
あ

る
「
あ
い
さ
つ
」。
そ
れ
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、
本

校
で
は
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
毎
朝
、
生
徒

会
役
員
や
生
活
安
全
委
員
長
、

副
委
員
長
、
ま
た
部
活
動
ご
と

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
校
門
前

や
昇
降
口
に
立
ち
、
登
校
し
て

き
た
生
徒
に
活
気
あ
る
あ
い
さ

つ
を
し
、
気
持
ち
の
良
い
一
日

の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
あ
い
さ
つ
は
社
会
に
出
て
か

ら
も
大
切
な
の
で
、
よ
り
一
層
、

活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

「
二
中
音
楽
会
」　

　
　
副
会
長　
中な
か

村む
ら　
都と

和わ

子こ

　
二
中
音
楽
会
は
三
大
行
事
の

一
つ
で
す
。
二
中
音
楽
会
で
は
、

学
年
の
壁
を
越
え
て
自
分
の
ク

ラ
ス
の
歌
声
を
ホ
ー
ル
に
響
か

せ
る
と
て
も
思
い
出
に
残
る
行

事
で
す
。
楽
し
い
だ
け
で
な
く
、

合
唱
練
習
を
す
る
中
で
、
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
の
大
切
さ
や
人
と
の

か
か
わ
り
方
を
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
成

長
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
一
年

生
の
明
る
い
歌
声
、
二
年
生
の

力
強
い
歌
声
、
三
年
生
の
安
定

し
た
迫
力
あ
る
歌
声
。
自
分
の

ク
ラ
ス
の
色
を
歌
声
に
の
せ
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る
美
し
い

二
中
の
自
慢
の
行
事
で
す
。

「
運
動
会
」

　
　
　
　
会
計　
神か
ん
原ば
ら　
湧ゆ
う
斗と

　
野
木
二
中
の
運
動
会
は
、
赤

団
、
白
団
、
青
団
に
分
か
れ
て

実
施
し
ま
す
。
今
年
か
ら
、
練

習
期
間
が
短
く
な
り
、
三
年
生

は
焦
り
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
一
年
生
や
二
年
生

の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
毎
回
充
実

し
た
練
習
が
で
き
ま
し
た
。
期

間
が
短
か
っ
た
も
の
の
、
一
人

ひ
と
り
が
積
極
的
に
練
習
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
当
日
は
と
て

も
素
晴
ら
し
い
運
動
会
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
野
木
二
中
の

伝
統
で
も
あ
る
全
校
生
徒
に
よ

る
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
気
持
ち
が

一
つ
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
つ
の
演
技
と
し
て
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

も
全
員
の
良
き
思
い
出
と
な
る

運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

「
輝
光
祭
」　

　
　
　
　
書
記　
瀬せ

嵩だ
け　
留る

菜な

　
輝
光
祭
は
、
開
閉
会
式
、
発

表
会
、
ク
ラ
ス
展
示
、
委
員
会

展
示
、
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
展
示
は
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
展
示
を
し
、

委
員
会
展
示
で
は
、
各
委
員
会

に
分
か
れ
、
発
表
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。

　
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
出
場
生

徒
を
募
集
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
ダ
ン
ス
や
コ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
一
週
間
と
い
う
短
い

期
間
で
し
た
が
、
生
徒
中
心
で

素
晴
ら
し
い
行
事
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は
、
さ

ら
な
る
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
無
言
自
問
清
掃
」

　
　
　
　
会
計　
中な
か
村む
ら　
岳が
く
斗と

　
野
木
二
中
で
は
、
無
言
自
問

清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
無
言

で
清
掃
す
る
こ
と
で
、
集
中
力

の
向
上
、
自
問
し
て
清
掃
す
る

こ
と
で
周
り
を
よ
く
見
る
力
や

汚
れ
を
見
つ
け
て
掃
除
す
る
判

断
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
野
木
二
中
生
徒
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
「
自
ら
動
く
」
を

実
行
す
る
力
も
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
生
徒
全
員
が

清
掃
の
終
了
間
際
ま
で
汚
れ
て

い
る
場
所
を
探
し
、
清
掃
し
て

い
ま
す
。
野
木
二
中
の
生
徒
全

員
が
将
来
必
要
な
様
々
な
能
力

を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
毎
日

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

「
部
活
動
」

　
　
　
　
書
記　
荒あ
ら
木き　
奏か
な
多た

　
野
木
二
中
に
は
、
野
球
部
、

サ
ッ
カ
ー
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
、
弓
道
部
、
卓
球
部
、

吹
奏
楽
部
、
美
術
・
文
化
部
が

あ
り
、
全
部
で
10
の
部
活
動
が

あ
り
ま
す
。
野
木
二
中
の
部
活

動
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
良
い

ラ
イ
バ
ル
、
良
い
仲
間
と
し
て

活
動
し
て
い
る
の
で
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
よ
く
、
ラ
イ
バ
ル
意

識
も
高
い
で
す
。
チ
ー
ム
全
体

で
、
能
力
も
そ
う
で
す
が
、
礼

儀
や
あ
い
さ
つ
な
ど
、
将
来
必

要
に
な
る
こ
と
を
生
徒
が
学
ん

で
い
ま
す
。

▲輝光祭（オンステージ）の様子

▲運動会（ラジオ体操）の様子


